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〔丈における文節と語（談話語）〕
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　　　　　　　ly　d　？y　b　 　 　キノー　　アノー　　アナタニ　 ア4’x’シタ。
（6）もは原鋼として次の交擁を警飾する。しかし吹の文節宥はなく，被修飾の文籍がはなれているときは，



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































助　 詞一助　 詞 6（5ユ） 139（　7．　3）
助詞一補助動詞一助詞 5（4．　3） 30（　i．6）
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〔表64〕　ニュース解説の接続詞の用法別使用度数
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　。完＆；一　。堅写｛　ぐづ＝　まっか　 。憂登量　。りこう　 。有・名　 。悲観的
使用度数2のもの
　。個入的　しとやか　　。大々的　大好き　てめえがって　o気分的　　。一般的
　0専門的　　。具体的　かって　　Q経済的　　。懇意　じみ　　O精神的
　　せっかち　ぞんざい　　。順調　　◎家庭的　　。精巧　まる見え　やけくそ
　。愉快　　0有効　めちゃくちゃ　。優秀　O不自宙　Q妙
使用度数1のもの
　。ぜいたく　Q独特　中途はんぱ　Q癌快　　O大切　　Q筒様　手軽　　O特定
　。徽底的　ちぐはぐ　o大衆的　。重穴　ぐれはま　。強大　あけっぱなし
　　遊び半分　　。画一　　。簡素　　○形式的　　。高額　　。周期的　　色とりどり
　　エキゾチック　。詳細　くちゃくちゃ　思いがち　　。財力的　　G事務的
　。総括的　ごもっとも　。ご自由　Q劇的　　。活動的　　。1日式　　。疋直
　。おっくう　　。祉会的　　。遣：憾　　。残念　　くたくた　　むちゃくちゃ
　oじゃけん　　ぐ｝ζやぐにゃ　　o極端　　。繊細　　。実際的　　。墓本的
　Qお得意　　。幸福　　。一時的　こぶだらけ　　。高級　　Q人間的　ぽろぽろ
i77
　　形
　　語
芋・
計
…｝…r
若壮義専女男
（?）（??）…??????????? 語
?
??
i
???????????? 　　71
3｝7　i・
4j
??
すてき
さよう
さ　い
。熱心
お　も
○ていねい
静　か
○めんどう
。無費任　 。ひょうきん　ぴんぴん　　Qのんき　。甥，々　。不思議　o謁刺白勺
。ぶしょう　○迷惑　モダン　物ほし‘ず　ほがらか　まっくら　まつ黒　Q4∫望
まちまち　ゆるやか　ゆたか　　　　　　　はで　　　。費灘　　　。無趣味　i
・利酷・鰯・蜥ブ．一。一G，・・」・紛的。べつ獣・・擁i
なまいき　。反韮獲的　○丈語的　　　　　　　　　　　　　　　　1
574　寧音語の形容動詞
　〔表69，70〕において，形容動詞すべて178謡のうち，字音語が108語数え
られる。すなわち，61％が字音語である。なおi～i内」の形のものが32語
（うち，字音語31，他1）あって，これは金体の18％に当る。この点，形容
詞と状況が著しくちがい，形容調にはほとんど宇音語がない。字音語ないし
「～的」形式の語が，形容動詞の異語i数を多くする要i素として有力にはたら
いていることが考えられるQ
　なお，「～的1形式の32語は，すべて使珊慶数3以下である。
i苧8
6調査への反省
　この調査は計画の当初から日常談話のことぽの構造爾のおよその傾向と聞
題点とをさぐることを目曲としたものであったが，それらについてはある程
度の知識を得ることができた。しかし，この種の調査に対する経験の浅さと
計画の不備とが調査の進行とともに反省された。いまそのおもなものを列挙
してみると，次の通りであるQ
　まず，資料を定本化するまでの作業においては，準備調査にもっと多くの
時聞をかけるべき’であった。小都市における数次の録音経験に頼って，東京
都内での録音に各種の騒音。雑音の混入することを軽視したため，採録資料
の中に分析のためには不適当なものがすくなからず生じたこと，録音資料の
丈字化のために十分な賭間を計上すべきであったこと，言語単位の認定のた
めの資料が小規範であったため，作業の途次で若干の変更を余儀なくされた
ことなど，準備調査の段階で考慮すべき点が多かった。
　イントネーーションの分析に際しては，第1に，調査したのが，り一ル10巻
に正まり，詳細に調べたものは，さらにそのうちの5巻であった：。比較資料
として調べたラジオの＝ユース・二＝一ス解説も計5巻であった。これでも，
大体の傾向と問題点とが，かなり明らかになったと思うが，できればもう少
し多くの材料を扱いたかった。
　第2に，イントネーションの表わし方であるが，これは…応K．L．　Pikeの
方式を参考にした。しかし，音符を用いる方式や曲線を用いる方式などがあ
り，それらにふれられなかったのは，残念である。ただし，ここに述べたよ
うな，量を以て数える仕事には，pikeの方式の利点が活用されたとは言えよ
う。だだし，小字で高さを現わした点については，なお考察の余地がある。
　第3に，調査の途中でリ・一一ルを再び調べ，増補・訂正したのは，今にして
思えば，当を得なかった。この仕事としては，やはり，その欲求を抑えてお
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くべぎであったろう。
　第4に，残された開題について一・雪すれば，丈の構造との関係について，
ほとんどふれられなかった：が，かなり興味ある問題が残されているであろう。
ことに，いわゆる倒躍の丈とイントネーーションとの関係は，大切な問題であ
った。
　それと関連するが，この調；査が丈末都に：重点を’置きすぎたきらいが無いで
もない。文金魚のイン1・ネt・一ションも，扱うべきであろう。
　第5に，比較資料の範囲が狭かった。もっと種々のものをとり，たとえば
講談・落語・劇。おとぎ話，さらに諸方’言などのイントネ・・一ションを調べて
比較すれば，1ヨ常の談話のイン1・ネーションが，はっきりしたと追う。
　第6に，イントネH’一ションと意味との関係にふれられなかったのは，残念
であった。
　第7に，ピッチレコ　・一ダーなどの機誠を使って，耳で聞きとったのと比べ
たかったが，これは設備などの関係で，i爽現しなかった。
　丈・丈節・語の長さの分析に際しては，第1に，もともとそれらの長・さは
丈。丈節・語の構造と密接な関係を持つものと予想されるが，この調査では
両者を分担したため，またその進行が前後したため，両者の相関について考
慮できなかったのは心残りであった。そこにも今後の凪ぎな課題が残されて
いる。第2に，比較資料として17巻を刀雪いたが，それらのうち，おのおのの
形態に：与えられた巻i数は決して十分とはいえなかった。とくに，＝ユース・二
、．　・一ス解説については巻数を増加すべきであった。
　第3に，この調査では，日常談話での丈・丈節等の長さを記述し，比較資
料のあるものと比較するにとX“まったが，それらの長さを：支えている条件に
ついても，さらに調査すべきであった。この報告では，それらについて若干
の問題を提起したにとX“まった。
　第4に，長さを計る尺度としての各・単位の得：失について検討を加えつつあ
is6
つたが，報告するに十分な結果に到達しなホつたことを付記し℃おく。
　丈の構造の調査においては，第1に，聴取不能の個所のある丈など，コ・・ド
不能の丈は調査対象としなかったが，むしろ，こういうものに談話語の大き
な聞題が含まれていると考えられる。これらを取り上げて追究することが必
要であったと思われる。第2に，調査の目的は談話語の丈の構造を概観する
ことであったが，談話語の特徴的なものを追究することが，より必要ではな
かったかと愚われる。第3に，調査方法の上では丈の成分に重点を置いたが，
それにしても，もっと別の単位による方法，たとえば連用修飾語を最初から
四つに分類するというように，もっと細かい単位を最初から設定して調査す
ることが考えられる。
　また，独立語に対等の成分を含ませたが，これは別な取扱いをすることが
よかったのではなかろうか。コ・・一ドについても，助辞の類は符号化せず，そ
のまxとり上げることをも考慮すべき’であった。
　なお，残された問題としては次のようなことがある。
　　（1）叙法を中心として調査すること。
　　（2）丈の構造と話し手，表現の離内，表現内容，話題揚面などとの闘係。
　　③　墓本文型の調査
　語の種類・使用度数・用法の調査においても7反省すべき点は多いが，お
もな点は次の5点である。
　①　各語の品詞の決定には困難が多かった。その事惜を列挙すれば，
　　a．　語の意昧や職能の発現が音調の上に，かXっているために，：丈字化さ
　　　れたものに．よっては，語の性格がとらえられない揚合が多い。
　　b．　しかも，音調が明確な規定力をもたないで，録音を聞いても適確に
　　　その語の性絡のつかめない揚合が少なくない。
　　c・語の使い方が慣用のわくからずれている揚含がしばしばある。（語
　　　の不確実な使い方）
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　cl．語が丈中で虜確なはたらぎを演じていないで，浮動的な状態にある
　　ことが多い。　（丈の不整）
　以上はいずれも，話しことば，とりわけ｝ヨ常談話の性格に基づくもので
ある。
　　　この調査では，品詞のきめ：方については，主として：文締省発行「中等丈法」iこ
　　より，その他，橋本進吉述「新文典甥記口語篇」，岩渕悦太郊編「図表国文法」，
　　国立国語研究所報告3「現代語の助詞・助動詞」，金霞一京助編「明解困語辞
　　典」等を参考にし，さらに談話語についての準億調査に叢し・て，墓準を立て，
　　国語の品詞をきめたが，疑岡を残すところがあった。
　　　なお，晶高論上問題のある形容動詞に弱しては，名罰・副詞との効に問題が
　　あり，また，名詞と副詞との割などにも問魑があるが，それぞれ規定を設けて
　　処理した。
（2）鋪2段の作業の対象として，融合形・副詞・接続詞づ｛多容詞・形容動
　詞を取1りhげたのは，瞬間の制約にもよるものであった。すなわち，限
　られた時問内において処理できそうなものを問題的に取り上げたのであ
　る。したがって，観’常談話の特性を明らかにするためには，取り上げる
　べきものが残されている。
〈3）取り上げた各品詞に関する分析も，同様の事情によって徹底を欠いた
　ところがあり，　また，各品詞の処理のしかたに不統一・を生じた点もあ
　る。
（4）接続詞の屑法の分析（A・B・Cの分類）は，方法が襯念的であるた
　め，結果はかなり不安定なものであることをまぬがれない。大休の実態
　をつかむにとx“まっている。
（5）作業の進行途中において，語の切り方，品詞のきめ方に多少変更を加
　えた。そのために，品詞の語i数と使，用率との間にや瓦くい違いを生じた
　ものがある。すなわち，形容動詞・副詞などについては，使用率の上で，
　それぞれ？a　x・0．1％減少した。
182
　　　　　　　　　7　参　照　丈　献
　この調査において引用または参照した丈献と，この調査に連関した事項に
ついて説かれている文献のおもなものを挙げれば，次の通りである。丈献番
号の1から13まではイン｝ネーションに幽するもの，21から27までは丈。丈
節・語の長iさに関するもの，28から63までは丈の構造に関するもの，64から
69までは語の種類・使僧度数・用法に関するものである。なお，14・15。16
はイントネ・一一ションを除く他のすべての項飼に関するもの，17・18は：文・丈
節・語の長さと文の構造とに関するもの，19・20は丈の構造と語の種類・使
用度数・用法とに関するものである。また○印を付したものは分析の作業の
終末あるいは終了後に発表された丈献であることを示す。
　ω　K．L　Pike：‘‘The　Intonati◎n　of　American　EngJish”4th　printing，1949年
　（2｝金上一　春　彦　コトバの旋律　圃語学　第5輯　1951年
　（3）瞬立国語研究所　国立臨語研究所年報4　1953年
　（4）佐久間鼎日本音声学第4部1929年版
　（5）大西雅雄i教育膏声学第8章1936年版
　（6）兼常清佐B本の言葉と唄の構造第二編1938年版
　（了）兼　常　清　佐　日本語の研究　IV　1939年版
　（8）佐久闘鼎音毒と言語第12章1939年版
　（9）神保格，常深千里　国語発日アクセント辞典　解説第7章　1940年版
　（10）　柴　閏　　　　武　3と享と言葉　200ぺ　1950年
　⑳　毒川　喜四男　アクセントの墓底としての話調の研究　『飼語アクセント論
　　　　　　　　　　　麹　1951年
　鈎　藤　際　与　一　方言『丈アクセンF』の研究　『国語アクセy卜論叢3
　　　　　　　　　　　1951年
　（13）　B侵　部　 照　表1～　音声学　第9章　1951年
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（ω朝日新開祉新聞用諮改善委員会　奪還ぱどうなっているか　薪關用謬研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　No．2δ　　1949年
　　新聞磯回の女の平均丈錨数は18・8であると報衝され，また，新㎎文章の実態調
　査による品詞の比率として，次の裏がかかげられているΩ
　　　　　　孫孤w鷺爾
iltV，12g．ri’sV．　o　l
一一一一・！一一・”i　nyumrml　19．　1
　　　P」4．　7
唾・i・・
　　1　　　　　　　　］
㈲　波多野完治　文章心理学　1949年
　品詞の使用度数について，次蓑は本副査と比較することができる。
　　a．　谷崎・志賀の小説各1000字の丈章についての品詞の使堀度数
　　　　　　i　｝二二調形容詞
　　　　　　｝細螺3聖r＿31・．・3
　　　　　　1．雀．卜いrr＿肥．．．．t一．一tt－r．服・媚・欄纐鵬・
　　b・谷崎・横光の小説餐1000字の文章についての騒詞の使粥度数
　　　　｛　i名詞動詞形糊騨｛
　　　　｝闇舗1・…e・・635；
　　　　阿モ下可llll可1「1可ll可ll｝（獺灘認禽叢翫）
（16）矢N部達郎　凹田の書語　1949年
（17）。樺島忠夫丈の構造について国語国丈23の31954年
a8｝中　村　通　夫　談話のことばと放送のことば　誉語陸活2号　295ユ年
⑲　修｝工費　敦　子　はなしことば序　国語国丈22の3　1953年
⑳　遠　藤　嘉1墓　話し書葉と盤き書葉　書i謙豊と活21号　1953年
⑳　国立国語研究所　欝語生活の爽態　1951年
⑳　　　　〃　　　地域社会の言語生活　1953年
184
　鱒　放送文化研究藤　用語研究一壷送文の長さについて一　放送文化研究所月
　　　　　　　　　　報　　No．13　　1949年
　㈱波多野完治新聞記事1948年
　㈱　　　　　　　　〃　　　　　　　現｛ざ3と章‘〔〉理学　　1950年
　㈱　森　岡　健二教科書丈童の難易調査　書語生活30暦　1954年
　㈱。嘩島患夫丈の長さについて国語豪第15輯1953年
　（28）　Otto∫espersen　Analy鑑ic　Syntax　　1937年
　囲　大槻　丈　彦広日本丈典　1897年
　CIO）　　1⊥1　　「鍵　　孝　　劇套　　日本丈法論　　1908を1三
　鋤鶴田常吉Hrs　U語法1924年
　舩　松下大三郎　改撰白血ヨ本交法　1928年
　（33）　安　H　喜　代　臼『1　　高等国筆墨法　　1929年
　鴎　湯沢幸吉郎　解説日本文法　1931年
　（35）橋本進吉国語法要説1936年
　㈱　湯沢幸吉郊　口藷法無窮（国語科学講嬢）1934年
　㈱　山　沼　孝　雄　B本文法学概論　1934年
　（38｝松園捨治郎　国語法論放　1936年版
　舳佐久問鼎現代日本語の表現と語法1936年
　（40｝橋　本　進　吉　銅壷典男欄（口語篇）1938年
　｛41｝木　枝　増　一　高簿国文法新講（文章篇）1938年
　囎　佐　久　間　鼎　現代日本語法の研究　1940年
　（43｝　　　　〃　　　　臼本語の特質　1941年
　｛44｝金閏一京助　新雨文法　1941年
　鳳　木　枝　増　wh語法の論理　1941年
　（46｝時　枝　誠　記　国語学原論　1941年
　（47）　曹暴論イヒ協会　　Eヨ本露吾素本交型　　1942益F
　（⑱佐久　聞　鼎　H本語の露語理論的碕究1943年
　㈹　国際丈イヒ振興会　伺本語表現丈典　1944年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛85
（f｝O）藤　原　与　一　廻本語　1944年
馴　岩　井　良　雄　懐瀧語の語法　1944年
｛r）2）文：部省申等量法難語1947年
㈲　岩灘悦太郎　国語概説　1948年
（54＞　　　　　　　〃　　　　　　　　図表国3と法　　1948有三
（謝三尾　砂園語法日章論1948年
鯛　藤　原　与　一　日本語方震丈法の研究　1949年
（57）蒔　枝　誠　詑　日本語法口語篇　1950年
（58）　吉　　沢　　義　　貝lj　　日本孟吾法　（礁論篇）　　1950肉三
（5・嘆三二董わたくしr・＄の・と・まと丈法（・徽鵜）・953／tlr：
㈹　佐　伯　梅　友　團文法一高等学校絹一　1953年
（61｝三　．，i：　　章　現代語法序説　1953年
｛62｝鶴　田　常　齋　日本文法学原論　1953年
囎　橋　本　進　吉　丈籔による交の構造について　国語学　第13・14輯　1953年
翻　浅　　野　　僑　現代日本語の特質　コトバ5の8　1943年
　緋熔詞も仮定彫と連粥形が次第に分解分’fヒして了ふかの傾向にある。それはzf（ll
　何なる分裂分化の道を泌ってみるかとし・ふに，大体次のように二単詞に分裂し，
　一一つはその語の他の活用形，他は他の課（助動調：乃証助詞）を拉し来るのである。
　すなわち，
　〔形容詞〕　近くて→近いので（漣摺形→蓮体形）　近ければ→近いならば（仮
　　　　　　mu　　　　pm、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト菖」融　　　　　㎜、　、
　　　　　　定形一遇体形）　近い→近い（の・ん）です（終止形→漣体形）」
　　　　　　　　　　　　　　欄脚　　鳳…　　　　　　　　　　　、　　、
㈱Q繊　島　忠　夫　現代丈における品詞の比率とその増減の要困について
　　　　　　　　　国語単　　第1＆緯　　1954杢F
　　研常会話・小説会話・哲学磐・小説地の丈。新耀詑箒の5種の丈について品詞
　の比率を調べ，丈の凝縮度が文中の昂詞の申合を決定する一要照であることを論
　じている。
（66）　圃立国語研究所　　国立国§吾研究拶｝年報　1　　1951年
　　朝日新製ヱか厚問の溺語の品詞男il使月舘数が報告されているQ自立語だけの調
　査である。
186
一匝爾癩叢諭論雛詞緬紅
　　　　数1・・247・3874　4425・859744・227・
　　1酬周・・223333　・。
㈹　国立国語研究所盗料集2語藁調査　一現代新1朋語の一爾一　1952年
　　1か月問の瓶聞粥語の調査で，礁詞”珪の使彬度数をかXげているところがら抄
　録すると，
　　無活摺講の部　　±8，・S！70（自立語のみ。形容動詞語幹を含む。）
　　動調の部　　　　　　　5，2333
　　形容罰の部　　　　　　　4S73
（68）佐久問　　鼎　新しい語法　ll珂語文化講鰹開驚篇　1941嬉
（69）　　i”　　　涯可　　孝　　爵整　　Eヨ本【コ言吾法言蕩三義i　　第14章　　1929年1｝反
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1．　地謡・参照文献・数表図表一覧にかMずられているものを除いて，木書の中のお’
　もな事項を五十音順に湾ミしたものである。（なお，副次・数表図表一覧にかxげられ．
　ていても，その場所とちがう場所にあって，重要と認められるものは取り入れた。＞
2・　ゴシック休の数掌は，その薯軽｛についての定義その他，：重要な記述のあるページ
　を示す。
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　　句末の～
　　丈宋の～
イこ／トネーシaソの種頒
　　句末の～
　　＝一ユース・＝」一ス解説の～
　　文末の～
15
179・
　6
　25・
　26
6，　25
　i8，
　34
　18．
イソ1・ネーーショソの比較（日常談話
　と：＝　一一ス・二晶ユース解説との）　7』
A資料群　　　　　　　　　　　　2
応答の成分　　　　　　　　　　　！32
音の蕩さの裟わし：方
　　i数字による～　　　　　　　　　　15・
　　模式的な～　　　　　　　　　　16
音調　　　　　　　　　　　　　　18（〉
　　　　　　　力　行
カーブ（イソトネ～ショソの）　　29・
型の種頬（第一次1，餐巻における）　90
型の種類数
1，188
　　第一次1の～　　　　　　　　　　87
　　第一次1，1ユ廼1以上の～　　　　88
　　第一次2の～　　　　　　　　畷
　　第二次以下の～　　　　　　　且2
　　第こ二次，11園以上の～　　　　　　98
型の分類
　　第一次の～　　　　　　　　　　89
　　第二次の～　　　　　　　　　　98
．聖母を表現するイyトネーショy　　35
感動詞（ニュース解説における）　　43
感動詞I　　　　　　　　　　l38
慈動詞丑　　　　　　　　　　　138
慈動詞劉　　　　　　　　　　　138
燭投助詞の現れ方　　　　　　　　工32
謙卑の成分　　　　　　　　　　i32
．感動の成分　　　　　　　　　　132
機械速記（Soku－Taipu）　　　　　　1
擬声語・擬態語の働膵（副詞にお
　ける）　　　　　　　　　　　152
．既知どうし未知どうしの揚合　　　　140
基本丈型　　　　　　　　　　　　　94
逆接の接続詞　　　　　　　　　　　157
句宋　　　　　　　　　　　　　　16
K・LPikeの方式　　　　　　　　1フ8
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